
葛巻町民憲章葛巻町民憲章

　葛巻町は、雄大な北上山系の山ふところにつつまれた、　葛巻町は、雄大な北上山系の山ふところにつつまれた、
自然のきびしい町です。自然のきびしい町です。
　わたくしたちは、先人のたくましい意志を受けつぎ、町　わたくしたちは、先人のたくましい意志を受けつぎ、町
民の限りない幸せを願い、住みよい町づくりをめざして、民の限りない幸せを願い、住みよい町づくりをめざして、
この憲章この憲章を定めます。を定めます。

第１章　�幸せな輝かしい未来のために、たくましい体力と第１章　�幸せな輝かしい未来のために、たくましい体力と
気力、知性と創造性に満ちた人を育てる、教育の気力、知性と創造性に満ちた人を育てる、教育の
町づくりにつとめます。町づくりにつとめます。

第２章　�明るく楽しい生活のために、きまりを守り、温か第２章　�明るく楽しい生活のために、きまりを守り、温か
い心をもって、互いに助けあう、福祉の町づくりい心をもって、互いに助けあう、福祉の町づくり
につとめます。につとめます。

第３章　�豊かな美しい郷土のために、自然を愛し、資源の第３章　�豊かな美しい郷土のために、自然を愛し、資源の
活用に力を合わせて、生き生きと働く、産業の町活用に力を合わせて、生き生きと働く、産業の町
づくりにつとづくりにつとめます。めます。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和50年５月15日制定）　　　　　　　　　　　　　　（昭和50年５月15日制定）

町民憲章を再確認し、幸せを実感できる町づくりを進めていきましょう
　

町
民
憲
章
は
町
村
合
併
20
周
年

を
記
念
し
て
、
よ
り
良
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
「
町
民
の
合
言
葉
」

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
定
に
あ
た
り
、
町
、
議
会
、

農
商
工
団
体
な
ど
の
代
表
者
に
よ

り
「
町
民
憲
章
制
度
準
備
委
員
会

※
」
が
組
織
さ
れ
、
町
民
憲
章
の

原
案
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
３

つ
が
基
本
方
針
と
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
前
文
」
は
厳
し
い
自
然
条
件

を
直
視
し
、
先
人
の
努
力
を
強
調

す
る
。
②
文
章
を
簡
素
化
す
る
。

③
町
の
初
代
町
長
で
あ
る
遠
藤
喜

兵
衛
町
長
が
設
定
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
」を
基
調
と
す
る
。

　

作
成
さ
れ
た
原
案
は
、
成
案
と

し
て
昭
和
50
年
５
月
15
日
の
臨
時

議
会
に
お
い
て
議
員
発
議
に
よ
り

提
案
、
可
決
し
、「
葛
巻
町
民
憲
章
」

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
憲
章
の
制
定
と
同
時
に
、

町
民
憲
章
を
守
り
、
次
の
世
代
に

確
実
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を

目
的
に
、「
町
民
憲
章
推
進
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

同
協
議
会
（
中
村
哲
雄
会
長
）
は
、

町
内
の
70
を
超
え
る
団
体
、
企
業

が
加
盟
し
、
町
民
憲
章
の
普
及
啓

発
と
町
民
憲
章
に
掲
げ
る
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
70
周
年
、
そ
し
て
町

民
憲
章
制
定
50
周
年
と
な
る
こ
の

節
目
の
年
に
、
町
民
一
人
一
人
が

町
民
憲
章
の
理
念
を
再
確
認
し
、

前
文
に
掲
げ
る
町
民
の
限
り
な
い

幸
せ
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
民
憲
章
の
成
り
立
ち

推
進
協
議
会
の
設
立

町
民
憲
章
の
再
確
認
を

※
町
民
憲
章
制
度
準
備
委
員
会
委
員（
昭
和
50
年
６
月
１
日
発
行「
郷
土
」（
広
報
く
ず
ま
き
の
前
身
）よ
り
抜
粋
）

▼
遠
藤
俊
平
（
商
工
会
長
）
▼
鈴
木
輝
雄
（
葛
巻
農
協
組
合
長
）
▼
久
保
文
男
（
江
刈
農
協

組
合
長
）
▼
福
田
信
一
（
森
林
組
合
常
務
）
▼
遠
藤
キ
セ
（
町
婦
協
会
長
）
▼
服
部
晴
男
（
町

青
協
会
長
）▼
落
合
明（
小
中
校
長
会
長
）▼
楢
木
信
吉（
総
務
常
任
委
員
長
）▼
下
又
清（
産

業
土
木
委
員
長
）▼
土
谷
育
造（
教
育
民
生
委
員
長
）▼
田
口
敏
夫（
助
役
）▼
遠
藤
昌
次（
収

入
役
）▼
近
藤
新
吉（
教
育
長
）▼
遠
藤
秀
雄（
企
画
商
工
課
長
）▼
十
文
字
勝
雄（
総
務
課
長
）

　

岩
手
県
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク

ラ
ブ
（
上
野
勝
俊
会
長
）
が
主

催
す
る
第
51
回
岩
手
県
北
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ウ
は
４
月
20
日
、
く
ず
ま
き
高

原
牧
場
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
に
は
町
内
外
の
酪
農

家
が
参
加
し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

約
１
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
上
野
会
長
は
「
酪

農
業
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

改良改良

本町入賞者（敬称略）★名誉賞
【未経産牛の部】
▶㈱Peace Valley Dalry（第２部１席）

【経産牛の部】
▶㈱Peace Valley Dalry（第６部１席）
▶㈱GRFホルスタインズ（第７部１席）★
▶(一社)葛巻町畜産開発公社（第９部２席）
▶㈱GRFホルスタインズ（第10部１席）
▶今待秀幸（第11部２席）

【牧場牛群の部】
▶㈱GRFホルスタインズ（２席）

葛巻町民憲章 制定50周年葛巻町民憲章 制定50周年

家
族
経
営
協
定
と
は
？

家
族
経
営
協
定
の
目
的
は
？

問農業委員会事務局☎65-8986

農業委員会から
テーマ「家族経営協定」

　家族農業経営に携わる各世帯員が、意欲
とやりがいをもって経営に参画できる魅力
的な農業経営を目指し、経営方針や役割分
担、家族みんなが働きやすい就業環境など
について、家族間の十分
な話し合いに基づき取り
決めるものです。

県
北
ブ アンド

ショウ

ッ クラ

ホ イ トワ

の

▲出品牛の厳正な審査の様子

る
。
今
大
会
を
き
っ
か
け
に
、

若
者
が
酪
農
業
を
や
っ
て
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
業
界
に
し

た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

今
大
会
の
審
査
員
は
プ
レ
ス

ト
ン・シ
ー
ツ
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

が
務
め
、
酪
農
家
自
慢
の
牛
を

厳
正
に
審
査
。
そ
の
結
果
、
経

産
牛
の
部
名
誉
賞
に
㈱
Ｇ
Ｒ
Ｆ

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
（
折
元
大
樹

代
表・
遠
矢
場
）
が
選
ば
れ
、
折

元
さ
ん
は
「
出
品
牛
を
高
く
評

価
し
て
い
た
だ
け
て
あ
り
が
た

い
。
10
月
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
に
向
け
て
も
、
引

き
続
き
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
受
賞
を
喜
び
ま

し
た
。

▼経産牛の部名誉賞に輝いた㈱GRF
ホルスタインズの出品牛

▲経産牛の部において
名誉賞決定の瞬間

成果成果 を競う

家族での農業経営は
〇 家族だからこその良い点がたくさん
▲ �経営と生活の境目が明確でないため、世帯員の役割や

労働時間・報酬などの就業条件があいまいになりやすい

　ワークライフバランス、将来のスムーズな事業継承
に向けて、家族で話し合ってみてはいかがでしょうか。
これまで締結されている場合も、見直しをしてみませんか。

➡さまざまな不満やストレスが生まれがち➡

これを解消するのが「家族経営協定」

2025(令和７)年５月号　広報くずまき2025(令和７)年５月号　広報くずまき３３ 広報くずまき　2025(令和７)年５月号広報くずまき　2025(令和７)年５月号 ２２


